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　世界遺産など貴重な構造物や施設の価値を風化

させず、３次元（３Ｄ）のコンピューターグラフ

ィックス（ＣＧ）化して後世に伝えようとする取

り組みが九州・長崎で広がりつつある。端島（通

称・軍艦島）など世界遺産の「明治日本の産業革

命遺産」群や、世界遺産に先月末登録された「潜

伏キリシタン関連遺産」の教会群、原爆関連の遺

構など、さまざまな史跡・文化財が点在する長崎

県。そうした地域の歴史や文化を形づくる構造物

を、小型無人機（ドローン）や３Ｄレーザースキ

ャナーを使って記録・保存し、新たな価値の創出

にもつなげる長崎３Ｄプロジェクトが進行中だ。

　端島
は し ま

（通称軍艦島）
　長崎港から南西約㎞に位置し、南北に細
長く延びた面積約．の海底炭坑の小島。
護岸が島全体を囲い、高層ＲＣ建築などが立
ち並んだ景観が軍艦「土佐」に似ていること
から軍艦島と呼ばれるようになった。
　明治期に三菱が島全体と鉱区の権利を買い

取り、石炭の採掘を本格的に開始。良質な石
炭が掘り出され、近接する高島炭坑とともに
日本の近代化を支えてきたが、昭和に入って
石炭から石油に主要エネルギーが移行したこ
とにより、年に閉山。無人の島となって
年以上が過ぎ、年に「明治日本の産業
革命遺産」を構成する資産の一つとして世界

遺産に登録された。
　島内には最盛期の年に約人が住
み、当時の東京都区部の９倍の人口密度に達
した。島の半分以上が鉱場のため、限られた
敷地に社員寮や学校、病院などが密接して立
ち並ぶ。大正期に建てられた７階建てのア
パートは日本最古の高層ＲＣ住宅となる。

ドローンによる軍艦島の調査状況

（長崎市の許可を得て撮影）

未来へ連なる建設Legacy　　　

　（でみず・あきら）年生まれ、福岡県出
身。「軍艦島３Ｄプロジェクト」が年グッド
デザイン賞を受賞。橋梁の点検・検査技術で
年国土交通大臣表彰。「長崎３Ｄプロジェクト」
のほか、日本中の廃虚や戦跡、炭坑遺産などを
３Ｄ化する「奇景３Ｄプロジェクト」を実施。
噂（うわさ）の土木応援チーム「デミーとマツ」
企画の地域密着型の土木見学ツアーも好評を博
し、他地域の建設関連企業との協力の輪も広が
りつつある。
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